
CO2を有効活用するための触媒技術 

温室効果ガスを有効に利用するために、二酸

化炭素を積極的に燃料や化学品の原料として

用いるための研究開発が進められている。 

 

1. メタン・CO2からの合成ガス/化学原料製造 

近年、天然ガス、シェールガスの有効活用お

よび温室効果ガスの削減の観点から、CO2 を

原料として利用できるメタンのドライリフォ

ーミングが注目されている。 

ただしドライリフォーミングでは反応雰囲気

が水蒸気改質に比べて還元的になっているた

め、炭素質の蓄積が多く触媒が急激に劣化す

る課題がある。 

物質・材料研究機構、高知工科大学、東京工業

大学の共同研究グループは、Ni 金属相と酸素

欠陥イットリウム酸化物相がナノ繊維状でひ

ものように絡み合う特殊な形態の触媒を開発

した 1)。本触媒を用いることで従来の触媒で

は困難とされていた 500�以下の低温度領域

で炭素析出を抑制して 1000 時間以上安定的

にメタンのドライリフォーミング反応を行わ

せることに成功した。 

独 BASF 社は、化石燃料から再生可能エネル

ギーに置き換えることで CO2 排出量を削減す

る新しい生産プロセスの開発に取り組んでい

る。同社は 2018 年に新たな企業戦略を発表し、

「2030年までにCO2排出量を増やすことなく

成長すること」を主要な目標として掲げた 2)。

同社はメタンドライリフォーミングのプロセ

スで合成ガスを製造し、英 Linde 社と共同で

開発した触媒・プロセスを用いることで、合

成ガスからジメチルエーテルをワンステップ

で生産が可能としている。ジメチルエーテル

はメタノール等価物であり、エチレンおよび

プロピレンなどの低級オレフィンを製造する

ための中間体として使用することができる。 

中国 Lutianhua 社は、BASF 社と Linde 社によ

って開発された触媒・プロセスのパイロット

プラントを 2020 年に建設すると発表した 3)。 

 

2. CO2からメタンを製造する触媒技術 

IHI はシンガポール科学技術庁傘下の化学・基

礎工学研究所（ICES）との共同プロジェクト

で、二酸化炭素と水素からメタンを合成でき

る触媒プロセスの開発に成功した 4)。Ni をナ

ノ粒子にし、これを多孔性シリカのシェルに

封じ込んだ触媒を用いることで、CO2 と水素

を原料にしてメタンを合成できるとしている。 

IHI はメタン製造プロセスの大型化に向けた

研究を開始しており、来年には商業プロセス

として売り出す見通しであるとしている。 
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